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【本領域の目的】 

スケールが大きく異
なる複数の階層の相互
作用が本質的に重要な
役割を果たすことを「マ
ルチスケール現象」と定
義するが、高次脳機能や
その破綻である精神疾
患は正にマルチスケー
ル現象であり、ナノスケ
ールからマクロスケー
ルまでの各階層が原因
であり結果でもある複
合相関システムとして
病態生理を実証しなけ
れば、精神疾患の理解に
到達することはできな
いと考える。すなわち、
候補となる病態生理を
階層縦断的に、そして構
成的に理解することで、
精神疾患の病態生理の
因果律に迫ることが本
領域の目的である。 
 

【本領域の内容】 

領域目標を達成するために、異なるアプローチを

用いる異種研究グループを効果的に配置する。デー

タ駆動型アプローチ班（A01）は、各階層のデータ

を総合的に採取・可視化する。データの中にはオミ

クス解析や大規模脳活動イメージングなどのビッグ

データを含む。このようなデータを基に、アブダク

ションアプローチ班（A02）が、病態生理の事象を

最も適切に説明し得る仮説をin silicoで導出する。

すなわち、実験において観察された知見の集合から

出発し、それらの事実についての最も確からしい、

ないしは最良の説明へと推論する。ここで得られた

仮説の真偽を検証するために必要となる新たな情報

を得るため、仮説検証に力点を置いたアプローチ班

（A03）が、仮説の検証を行う。例えば病因関連分子、

シナプス、細胞を光操作などの摂動を加え、その結

果生じる現象を分析し、仮説の尤もらしさを検証す

る。これらのアプローチ分類は各計画組織が主に開

発を行うアプローチであり、各班は他のアプローチ

も必要に応じて柔軟に取り入れて、研究を推進する。

このような自然科学における因果関係立証のプロセ

スを明確にすることで、各班の主となるアプローチ

の特長と限界を理解し、異種アプローチ班との有機

的連携を強力に推進することが可能となる。具体的

な研究計画としては、例えば、モデル動物や患者の

死後脳から細胞種特異的に分取されたサンプルを、

in silico モデリングで病態の要となり得る候補酵素

を絞り込み、その酵素活性を光感受性に分子デザイ

ンし、モデル動物の脳内や疾患 iPS 細胞由来の目的

細胞種で光操作し、多様な細胞種への波及効果を経

時的に観察する。このような階層縦断的かつ種間横

断的で多角的手法を用いたマルチスケール研究によ

って、ようやく精神疾患解明へ歩を進める可能性が

あると考えている。また、このような研究戦略は世

界規模で見ても手つかずの領域であり、全く新しい

次世代脳科学を展開することができるに留まらず、

連結階層という異なる時空間をまたぐ新規の研究手

法は、生物学としての革新性・創造性を持つと考え

る。 

 

【期待される成果と意義】 
これらの一連の研究により、統合失調症、うつ病、

双極性障害、心的外傷後ストレス障害（PTSD）等の
精神疾患の少なくとも一群について、分子・細胞・
神経回路操作を行うことにより、個体レベルの行動
という上位階層への因果関係が明らかになり、脳高
次機能の作動原理にも迫ることができる。そして、
精神疾患の病態生理を因果律に迫る研究デザインで
探索するため、真に治療標的となり得る対象がボト
ムアップで提供できることが期待される。 
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【研究期間と研究経費】 
 平成 30 年度－34 年度、1,212,900 千円 

【ホームページ等】 
http://multiscale-brain.umin.ne.jp 

 hayashitakagi888@gmail.com 


